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　2016年８月リオデジャネイロオリンピックが開催された。国別メダルランキングを見る
と金が米国46、英国27、中国26、ロシア19、ドイツ17、そして日本は12の世界６位だった。
銀と銅のメダルを入れると１位米国121から順にフランス・ドイツが42、日本は41で世界７
位となった。水泳の萩野公介が個人メドレーで金を獲得し、幸先の良いスタートとなった。
記憶に残るのは体操団体、卓球女子男子団体、女子レスリング、女子バドミントンダブル
ス、陸上リレー、硬式テニス、柔道、シンクロナイズドスイミング、等々挙げればきりが
ない。どれもが余裕のメダルばかりではなく、逆転に逆転を重ねるなど肉体の勝負のみな
らず気合や集中力の持続など精神的な面での強さが結果に結びつけた場面も少なくなかっ
た。これだけの成果を収めたのは、金メダルの数では1964年東京オリンピック16個、2004
年アテネオリンピック16個と過去に多い時があったが、今回の総数が41個は2012年ロンド
ンオリンピックの38個を抜いてトップの成績であった。
　特に強く印象に残っているのが男子柔道である。全階級でメダルを取得するという快挙
を成し遂げた。柔道のメダル数は北京、ロンドンと各計７個のメダルであったが、今回は
女子も含めて12個と過去最高であった。日本のお家芸といわれつつ勝てなくなって８年間、
監督の井上康生氏の精神的負担はいかばかりだったことかと思うに忍びない。現在、柔道
は世界に普及し柔道人口は諸外国で増え続けている。ルールも進歩しており一本を決める
まで行かなくても判定で勝敗を分けることも増えてきた。井上監督は、過去に選手として
出場し辛苦をなめた経験がある。その経験を活かし、日本ナショナルチーム監督として日
本柔道を復活させた。2012年に監督に就任し何をしたか、改革の原点は何かに興味を持っ
た。調べてみると、岡田隆（日本体育大学准教授・ボディビルダー）氏が総務コーチとし
て就任し、選手人の勝つための身体能力増強を進めた。筋肉トレーニングを理論的に取り
入れつつ実践させた。結果として筋力増強し、海外の選手に力負けしていなかった。追い
込まれても逆転する体力が身に付いていた。また、けがの予防について熟知し自己管理を
理論的、実践的に行っていたという。岡田氏は日本水泳協会でも支援し、日本水泳会が活
躍できた一助を担っていた。
　井上監督はロンドン大会前に２年間海外留学し、筋肉トレーニングの重要性を感じたと
いう。一つのことを成就しようとした場合、参考となる様々なアイデアや鍛錬方法、そし
て各自のトレーニングのための創意工夫は斬新な結果をもたらすものと改めて強く感じた。
　山形大学紀要「山形医学」の今回の論文数は過去に例を見ないくらいにたくさんの数が
応募された。論文作成にも、専門性を追求するがゆえに様々なアイデアや方法を取り入れ、
創意工夫を積み重ねていくことが大切であると思う。
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